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講義で育むあたたかい人間関係
杉　山　雅　宏
１．はじめに
薬学部に入学したばかりの学生にとって、入学直後は新たな環境と生活
に馴染むとともに、新たな仲間を形成していくべき時期でもある。薬学部
学生は６年間の学生生活での学内実習（１年次より実施）、５年次に実施
される病院実習、薬局実習、課題解決型学習（PBL）などで、仲間との研
鑽を通じて成長する部分が大きく、こうした仲間は薬剤師としての自己成
長に大きな影響を及ぼす。仲間は、自己のエンパワーメントを促進する存
在であると考えられるため、よりよい人間関係を構築することが重要とな
る。
最近では薬局や病院で薬剤師は患者に服薬指導を行うのが当たり前の光
景になっている。つまり、患者との人間関係が基盤となる。ただ、医療者
の中でも特に薬剤師は、薬という物質を媒介として患者と向き合うため、
どうしても薬の服用方法や副作用についての知識を一方的に患者に教育指
導しようとする傾向にあることも否めない。もともと薬剤師と患者との関
係は、薬の専門家と素人という立場の違いによる心理的力関係が生じやす
く、患者が自分の不安や疑問を言いにくく、受け身で指導を受ける関係に
なりがちである。薬剤師と患者がコミュニケーションをとる目的は、互い
の信頼関係を構築し、患者が抱えている問題点を聴きだし、解決の糸口を
専門的な立場から提供することにある。そうでない限り、患者が自ら治療
行為に向き合うことはない。こうした視点からも、薬剤師と患者との人間
関係構築は不可欠な要因となる。
医療の現場では確実に、目の前にいる患者は自分たちよりも苦しい立場
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にある。そうした人たちの気持ちを、「わかろうとする」ためには、自分
さえよければという対人関係の構えは好ましくない。だからこそ、日ごろ
より、生活を共にする身近な仲間に生への意欲を与えることのできるよう
な人間関係調整能力を身につけさせる必要性を痛感している。日常生活で
できないことは、仕事の場面でもできないからである。
国家試験合格という６年後のゴールは皆同じである。そうであるなら
「私は、今日はあなたを助ける人ですが、明日はあなたに助けてもらうか
もしれない対等な人間です」という意識を早くから高めていく必要性を痛
感している。
本学では入学式翌日に、新入生オリエンテーションの１コマ、「新入生
交流会」で、人間関係づくりを実践している。ここでは、１）新入生が、
クラスの仲間や担任との交流を図る中で、彼らの緊張をほぐし、不安を解
消する、２）学生参加型のワークショップを実施し、これからの大学生活
の主人公としての自覚を促し、大学生活全般の動機づけの一助とすること
を主な目的としている。つまり、講義に入る前段階で、温かい人間関係づ
くりの種まきをする。このワークショップは、新入生だけでなく、教員・
在学生を巻き込む形で実施する。この新入生交流会は、新入生がクラスの
仲間や担任との交流を図る中で、彼らの緊張をほぐし、不安を解消するこ
とを第一義的ねらいとしている。方法は、「ふれあい」と「自他発見」を
目標とした構成的グループエンカウンターの手法を活用し、「自由歩行」
「バースディライン」「質問じゃんけん」「他己紹介」など、誰でも気軽に
楽しめるエクササイズを童心に返り味わい、気づいたことを互いに語りあ
う「振り返り」を体験し、学生同士、担任−学生間の交流を促進するもの
である。また、「大学生になってやりたいことベスト５」というオリジナ
ルのエクササイズも実施し、単に学生間の交流を深めるだけでなく、自由
な雰囲気の中で、学生の悩みをさりげなく自己開示させる取り組みも実践
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している（杉山，2015）。
本稿で紹介する「大学基礎論」では、学生をより能動的に学習させる講
義を展開し、学生同士が学びあう対話中心の講義を心がけた。 学生を孤立
させることなく、学生同士を繋げ、学生同士が互いに学びあえる場を演出
することが大切である。そのためには、入学後早い段階で、講義場面で学
生同士がふれあうことが望ましい。
河地（2005）は、授業改善に対する学生の意識調査から「教員が学生と
授業外でもコミュニケーションをとる」、「討論・プレゼンを含めた学生参
加型の授業にする」等の要望が約８割の学生から示されたことに伴い、
「教員が一方的に話し、学生はノートをとるという形式ではなく、学生が
発言し、質問し、自分の考えを形作っていく授業にする」、いわゆる参加
型授業に向けた提言をすでに行っている。教員は、「学生に基礎学力がな
い」「学習意欲がない」等学生の問題点のみを指摘しがちである。しかし、
河地の調査によれば、54％の学生は「授業・ゼミ」、「資格取得のための勉
強」に重点をおいて学生生活を送っていると答えている。つまり、学生は
もっと勉強したいと思っているのである。まして、最近の学生は、小学校
のころから、「自分と異なる考えに触れる」、「仲間同士のコミュニケーシ
ョンが自然にとれる」などの構成的グループエンカウンターを活用した授
業をすでに体験してきている。また、大学における参加型授業実践が、学
生の高い評価を受けてきている（杉江，2000：南，2002）という事実も見
逃すことはできない。こうした取り組みは、今後の大学の授業改善に向け
た１つの示唆になるのではないだろうかとも考えた。
本稿では、薬学部薬学科１年生に実施している「大学基礎論」で学生に
伝えようとしている内容の骨子を紹介しつつ、今後の課題を模索していく。
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２．あたたかい人間関係を構築する必要性
大学で学ぶべきことは、現代科学の成果を身につけることであるが、そ
れだけではない。自分たちが専門と定めたことを学ぶとともに、人生とは
何かについても考える必要はある。学問との出会い、教員との出会い、友
だちとの出会いなどを通じ、人間形成を身につけることが当然期待されて
いる。
本学のように、みんな同じ目標（国家試験合格）をもった仲間なのだか
ら、お互いを尊重し、協力し合う、助け合うようにできることが望ましい。
社会に出てからは自分一人では仕事ができない（たとえば、チーム医療）。
仲間を尊重し、協力し合うことが当然求められる。私たちは互いに支えら
れて生きているのだから、身近な人に対して「ありがとうございました」
が自然といえるようにしたい。
しかし、薬学部の学生にとっては厳しいハードルばかりである。資格取
得目的のため、座学はハードである。同級生は同一カリキュラムをこなす
均一集団であるため、個人の自由度は当然低い。「同一メンバー」が「同
じ場所・教室」で「長時間」生活を共にする。さらに、クラスは４年間固
定である。そうした状況下で、失敗は許されない雰囲気にあり、常に実
習・試験に追われる。仲間はいい意味でも悪い意味でも“ライバル”であ
り、「勝った」「負けた」の心理が根底にあることは否めない。つまり、近
い関係であるがゆえに、人間関係に歪みが生じやすい。
従来は、指導上の問題が発生した時に、学生相談等個別支援で対応して
いたが、今後は予防的側面を重視し、講義の中で自己を見つめ、他者を思
いやり、自己の生き方を考える機会を提供し、課題解決を図る必要がある。
こうした日常的に発生する諸課題を予防的に解決していくことも、学習へ
の動機づけを高める要因の１つと考えている。
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３．“大学基礎論”の講義目標
「大学基礎論」の講義目標は次の３点に集約できる。また、「大学基礎
論」のアウトラインをTable1に示す。
（１）講義だけでなく、学生自身が読む、書く、話しあう、まとめてみる、
発表するといった様々な活動を通じて、大学生が主体的に学ぶための基礎
となる知識・技術の習得を目指す。
（２）学習活動を通じ、人間関係を育むことを目指す。教員への聞きとり
調査や、学生同士が協力して文献調査等を行うことで、コミュニケーショ
ン・スキル、リサーチ・スキルの基礎的素養を培う。
（３）共に学び、共に考える活動を通し、専門科目への動機づけを高める。
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１回
２回
３回
４回
６回
５回
７回
８回
９回
10回
11回
12回
14回
13回
オリエンテーション
「きみはなぜそんなに勉強したがるのか」
「先ず己を知れ、そして敵を探れ一審判はもう始まっている」
「学びの一歩　大学の主人公になる」
レポート・論文の書き方（基本編）：テキスト第７講義
レポート・論文の書き方（内容編）：テキスト第８講義
学びのアンテナとしての新聞情報Ⅰ「関心のある領域の発見－
自分が集めた新聞スクラップの紹介」
「キャリアについての見通しを立てる」（自分と向き合う）
－マイマップ－
「キャリアについての見通しを立てる」（自分と向き合う）
－役割と興味について－
グループ発表の準備
グループ発表の準備
グループ発表
大学基礎論を振り返って
学びのアンテナとしての新聞情報Ⅱ「それまで知らなかった
他の出来事や世界に目を向ける」⇒グループごと、模造紙に
まとめ、可能であれば掲示する。
新聞記事感想①200字程度
新聞記事感想②200字程度
新聞記事感想③200字程度
「大学におけるレポートの書き方について、思うところを述べな
さい」
新聞記事感想④200字程度
テキスト第４講「要約の仕方」を読み、81ページ＜基礎問題１＞
をまとめる
１）「マイ・マップ」作りを体験し、自己理解について気づいた
ことを200字程度にまとめる。２）ワーク「意外なあなたのいい
ところ」を体験し、自己理解について気付いたことを200じ程度
にまとめる（ワークシート）
「10年後の自分について」（ワークシート）。
１）エクササイズ「ストロークの授業」。２）グループ発表のま
とめで他の仲間から学んだこと・気づき（200字程度）
１）「グループ発表の準備」で自分が仲間の役に立った場面につい
て、箇条書きでいくつかまとめてみよう。２）グループ発表のま
とめで、自分が仲間の役に立ったこと（200字程度）
「大学基礎論の講義を振り返って」を振り返って学び、気づきに
ついて⇒「大学生としての自分たちに何ができるか、これから何
をしなければいけないのか」（200字程度）
他のグループの発表から学んだこと（200字程度）
テキスト第６講「図書館の利用」を読み、131ページの課題をま
とめる
学　習　内　容 運　　用
クラス単位
クラス単位
クラス単位
クラス単位
クラス単位
クラス単位
クラス単位
クラス単位
２クラス単位
２クラス単位
クラス単位
クラス単位
クラス単位
クラス単位
グループ
発表グループ
グループ１
グループ２
グループ３
グループ４
グループ４
グループ５
グループ５
グループ６
グループ６
発表グループ
発表グループ
発表グループ
発表グループ
課　　　　　題
＊グループは１～６までメンバーが異なる。教員へのインタビューは、発表グループのメンバーで行う。
Table.1　大学基礎論 アウトライン
４．講義の手法
（１）各クラス５〜６名のグループを形成し、グループ単位の活動とする。
グループは固定せず、半期で８回シャッフルする。多くの仲間とふれあえ
るようにすることがねらいである。
（２）教師が学生に質問を投げかけ、回答を促す双方型講義法に、チーム
基盤型学習法を融合した形をとっている。これは、一人で考えるだけでな
く、仲間と一緒に考える、仲間の考えを聴く、わからないことは仲間から
学ぶ姿勢を身につけさせることをねらいにしている。
（３）一部、構成的グループエンカウンターの手法も導入し、自己理解・
他者理解の促進に努める。人は自分一人で生きているわけではないことを
自覚し、自他尊重の精神を育むことがねらいである。
５．褒める・支える・認め合う講義（講義実践その１）
「大学基礎論」の講義を通じて、自分らしくいきることと思いやりの心
の精神が知らず知らずのうちに学生の心にしみついていったのではという
手ごたえが得られた。自己の犠牲や損失を顧みず、他人の利益や福祉のた
めに行動する心が身についている。
（１）違いを分かち合う学習活動
「大学での勉強は役に立つ」ということを関連するエッセイ等の課題
（浅羽道明『大学で何を学ぶか』幻冬舎文庫、和田寿博他『学びの一歩
大学の主人公になる』新日本出版社）を読み、グループでの意見交換をす
る。基本的には、「将来やりたいことを考え続ける」「勉強しながら将来を
考える」ことについての動機づけを高めることがねらいとなる。課題を読
み、内容を要約し、自分なりの意見・考えをまとめる。グループ内で情報
を交換し、グループとしての見解をまとめる。成果はクラス全体に返し、
視野の拡大を図る。教員は、グループでの活動を促しつつ、講義を進行す
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る、必要に応じて助言することを心がけた。
１）読解力・要約
一例をあげる。第２回講義のテーマは「きみはなぜそんなに勉強したが
るのか？」（浅羽道明『大学で何を学ぶか』幻冬舎文庫12−14）であった。
講義の流れは、①ここに書いてある内容を自分の言葉でまとめてみよう
（10分）。②あなたは、この著者の意見に賛成？反対？その理由を明らかに
しよう（10分）。③グループの仲間に、自分の考えを伝えてみよう（10分）。
④仲間の意見を聞いての感想、意見等を簡潔にまとめてみよう（５分）。
⑤著者の見解に対して、グループとしての意見をまとめてみよう（15分）。
⑥他のグループの人に、自分たちのまとめた考えを発表しよう（15分）。
⑦講義の振り返り（５分）。以上の流れでグループごとワークシートを活
用し課題を解決していく。
このように、毎時間ワークシートを活用する。ワークシートの活用で、
次のような展開で、仲間と一緒に学ぶことができる。①課題はまず、自分
で考える。②次に、自分の考えを仲間に伝える（傾聴）。③仲間の考えを
聴き、振り返りをする（仲間との違いを分かち合う）。④グループごとの
感想を全体でシェアー（視野が拡大する）。
２）仲間を励ます・褒める学習
たとえば、講義における課題（たとえば、間違いやすい漢字書き取り）
も、まずは自分で解いて、その後、仲間同士で採点する。採点者は最後に
必ず“お疲れ様”メッセージを添える。グループのメンバーの数だけ励ま
しのメッセージをもらうことが可能となる。
また、自宅学習課題、「大学におけるレポートの書き方について、思う
ところを述べなさい」についても、グループのメンバーで協力して添削す
る。具体的には、①グループの仲間最低３人（時間により調整する）から
コメントをもらう。②チェックポイントは、指定教科書に示された基準
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（適切な段落設定、禁則処理、文体の統一、字数などの形式面でのチェッ
ク）を参考にする。③一人６分でコメントを書く。コメントを書いたら次
の人に回す。コメントは、批判だけでなく、必ず褒め言葉も書く。④３人
のメンバーからコメントをもらったら、コメントをもらっての感想をまと
める。
（２）人と人とがふれあう共同作業
課題で集めた新聞記事スクラップをグループで１枚の模造紙にまとめ、
各自が集めた記事の特徴等を発表する。具体的には、①仲間で役割分担を
考える（５〜６人グループのため、暇にならない）。②得意・不得意があ
っても、仲間で協力して作成することで、互いの欠点もカバーできる。③
のり・はさみ・マッキ—等、道具の貸し借りはグループ間で調整する。不
足あるときは、グループ間で貸し借りをする。「先に使わしてもらうね」
「ありがとう」という言葉が自然にでてくる。④手作りだからこそ、模造
紙に個性を表現できる。それぞれの違いを味わうことが可能になる。
（３）褒める・支える・認め合う講義実践についての学生の感想
１）「レポートを見せ合い、それについてコメントや指摘をしたとき、私
は、班のメンバーからたくさん直されましたが、おかげで、今後どのよう
に気を付けなければいけないのかという課題が見つかりました」
この感想からは、他者の批判を素直に受け入れ、自分にとって不足して
いる部分を仲間から指摘され、自己理解を深めるきっかけとなったことが
わかる。
２）「ワークシートには必ず仲間の意見を書く欄が用意されている。つま
り、自分のペースで進めることができない。自分が感想、意見を書き終え
ても、終わりではない。まだ書けていない人を思う心遣いが必要であるこ
とを学べた」
グループで足並みをそろえて学習を進めることで、他者に対する気遣い
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が自然とできるようになってきたことがわかる。
６．教員へのインタビューについて（講義実践その２）
「大学基礎論」の学習課題は、「大学で学ぶことの意義の探求−大学生の
今と昔−」である。講義の最終目標は、「大学生として自分たちに何がで
きるか、これから何をしなければいけないのか」（どのような医療人を目
指すか）を、学生同士が共に考え、発表用レポートにまとめることである。
この講義の運用は、本学総合科目系教員が担当するが、科目の性質上、
全学をあげて取り組むことを目標としており、薬学系教員には、学生のこ
れからの薬学での学習への動機づけを高める一助になればという観点か
ら、学生からのインタビューに応じるという形で講義運営への協力を依頼
した。
（１）教員へのインタビューについて
教員へのインタビューの手続きは次のとおりである。
①オフィスアワーに１回実施する。②テーマは「大学生の昔と今」。大
学生の置かれた状況を相対的に位置づけ、特徴を把握する。③学生は１グ
ループ５人から６人。④薬学系教員55名に協力・対応を依頼した。⑤学生
はオフィスアワーに１回、各教員研究室にアポを取りにいく。そこで、教
員より訪問日時・場所を指定される。⑥時間は30分程度。新入生と教員が
雑談しながらコミュニケーションをとる。⑦グループで協力して学習して
いくこと、学習への動機づけを高めることなどを目標にしている。教員と
のコミュニケーションを図り、今後の学習へのさらなる動機付けを高める
ようにする。
なお、学生からの質問項目は下記のとおりである。
・大学でやりたいと思ったことは何か（高校時代等にやりたかったことを
含め）
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・大学で勉強しながら、将来のことについて、どのように考えたか
・大学での勉強は役に立ったか（具体的にどのような点）
・大学の勉強以外で頑張ってきたことは何か。それが今、どのような点で
役立っているか。
・当時、大学生になっとき何を学ぼうとしたか、それはなぜ、夢中になっ
て取り組んだこと、在学中苦しかった体験など。
・当時の社会状況、流行、事件、事故等、インタビュー対象者の置かれて
いた生活状況・時代背景など。
（２）総合科目系教員による事前指導
１）まず、グループごとアポイントメント係（２名）を決める（一人でな
いから協力してできる）。
２）マナーについては、次のような点は事前に指導しておく。たとえば、
入室前に、３回ノックする。「失礼します」「お忙しいところ、申し訳あり
ません」「薬学部１年○組の○○です。大学基礎論の教員へのインタビュ
ーの件で、先生のご都合のよろしい時間を教えていただきたいと思い、参
りました」、約束した期日はメモをとるなど。これらの指導は、少なから
ず将来の就職活動に役立つであろう。
（３）課題
多くの薬学系教員は、入学して間もない時期に新入生と触れる機会は少
ない。そのような状況下で、入学直後の学生と、講義という硬い雰囲気で
はない場で、さりげなく交流できたことは、教員にとっても貴重な体験で
あった。結果的に、「入学してすぐのころであったため、先生と話すのは
初めてのことで、だからこそ、１つ１つのことがとても印象に残った。特
に、“大学の勉強は受け身ではなく、積極的に自ら求めていくことが必要
だ”とおっしゃっていたことが印象に残っている。前期の講義を終えた今、
その必要性が少しわかったような気がするし、また、これからの６年間、
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日々、意識し続けるべきことだと思った」などの声も多く、学生のモティ
ベーションも高まったに違いない。
医療の対象は、長い歴史と文化の記憶を背負いつつ、社会的な様々な関
わりの中で日々の生活を営んでいる人間である。豊かな人間性と他者に対
する温かい想像力をもち、医療現場で課題を自ら発見し、患者のために、
仲間たちと気持ちよく仕事をしていくことができる薬剤師を育てること
が、薬学部における教員の第一義的課題である。ゆえに、薬剤師として求
められる基本的な資質、「患者を思いやる視点をもつ」「高いコミュニケー
ション能力をもつ」「チームで連携する大切さを認識する」「物事を総合的
な広い視野に立って判断できる」「探究心・研究心をもち自己研鑽を重ね
る」等アクティブに学び、生活していく基礎的素養を身につけるための礎
を提供することは、どこかで伝えなくてはいけない。国家試験合格を最優
先課題としつつも、入学してすぐの段階で伝えていくためには、薬学系教
員の協力が不可欠である。
時間的な制約もあり、各グループ１教員という限定であったが、可能で
あれば、１グループ２教員程度の訪問をし、程よい緊張感の中で、奥深い
コミュニケーションワークを体験できるとさらによい。
７．考　　察
（１）学生同士の学びあいを仕組む
「大学基礎論」では、人間関係の構築を意識し、いかにして学生同士の
学びあいを仕組むかに神経を注いだ。学生同士が学びあう対話を中心とし
た講義を展開することが、活動性を高める。学生を孤立させるのではなく、
学生同士をつなぎ、互いに学びあえる場を演出することが大切である。互
いが協力しなければ解決できない活動を仕組むことにより、学びあい、教
えあい、励ましあうことの素晴らしさを学生は実感することができる。
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グループに分けて活動させればそれでよいということではない。ともに
学ぶことの意味と具体的な方法を伝えていく必要がある。講義では、まず
は自分で考え、仲間に考えを伝え、仲間の意見に耳を傾け、改めて自分の
考えを確認したり、新しい考えを附加したりする活動を展開した。これは、
協同学習の理論（宇治田，2015：西村，2015）を参考にして組み立てを行
った。
「大学基礎論」では、学生が自分自身の学びと学習仲間の学びを最大に
するために、基本的な信頼関係構築を目指し、集団のサイズを５〜６人と
し、グループを固定化せず、多くの仲間と触れ合い、学生に認知と態度の
同時学習が可能となるよう模索した。
学生が仲間と学びあうことで、一方で教材についての知識や理解を深め
ることが可能になる。また、他方で、共に学びあうという協同の精神が涵
養され、学習に対する動機づけが高まり、学習や大学についての見方も好
転し、仲間についての理解も深まり、仲間を大切にするという人権意識も
高まる。
講義では、振り返りシートを活用し、自分が頑張った点だけでなく、仲
間が頑張った点も必ず毎回、振り返りシートに記入するようにした。そこ
には、「すんなりとアポ係を引き受けてくれた二人に感謝 」、「一人だけ反
対意見だったので、少しでも自分の考えを伝えられるように努力した。仲
間がしっかり聞いてくれてうれしかった」、「グループのみんなから、様々
な指摘やほめ言葉をもらえてうれしかった」 、「進行係として、スムーズ
に意見交換できるような空気を作れるように頑張った」、「進行係さんが、
グループのみんなが積極的に意見交換できるような雰囲気を作ってくれ
た」など、協同の精神が涵養されたことがわかる記述が多くみられた。
（２）達成感をもたせる
達成感を繰り返し体験すると、学生は学びへの動機づけを高め、学習活
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動に積極的に参加できるようになった。一度に大きな課題を与えるような
ことはしなかった。小さな課題、それも挑戦すれば必ず成功する課題（自
宅学習課題など）を数多く与えた。小さな課題は１回１回の達成感は小さ
いかもしれないが、課題が10あれば10回の達成感を味わうことができる。
このように多くの達成感を学生に与えることで、講義自体は活性化する。
「レポートを見せ合い、それについてコメントや指摘をしたとき、私は、
班のメンバーからたくさん直されましたが、おかげで、今後どのように気
を付けなければいけないのかという課題が見つかりました」、「新聞は、普
段、見ることがなく、それまで私は世間のことに関して関心がなかった。
しかし、この課題で、自分が気になる記事はもちろん、あまり関心がなか
った分野などに目を通してみると、世間の物の見方、今の問題点がどうい
うことなのかを知ることができた」、「グループワークでは、最初は自信が
なかったが、自分の考え・意見を伝えあい、これを受け入れられる経験を
重ね、やればできるという見通しを立てることができた」などの学生の感
想は、達成感の蓄積が大きな力になっていることを示しているといえる。
（３）人の存在を意識させる
学生は改めて“人”を意識するようになったことは、「はじめはとても
不安だったが、出席番号の近くない人とも、この講義を通じて仲良くなれ
た」、「異なる価値観に触れ、自分の中により多くのものの見方を培うこと
ができる。学習活動を通じて、様々な人と関われたのは貴重だった」など
の感想からもわかる。
「模造紙にまとめる作業は、時間との戦いだった。はじめは、時間内に
終わらないこともあった。しかし、回数を重ねるたび、“誰がどの部分を
考える、その間に、誰が模造紙に記入する”などの役割分担が上手にでき
るようになった。そして、折り紙など装飾品を作る余裕まででるようにな
った。このように、数人で１つのものを完成させるには、仲間に対する配
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慮が必要であることを学んだ。それから先の実習や将来のチーム医療で、
この体験を活かしたい」という感想からは、仲間がいるからこそできた、
改めて仲間を大切にすることの必要性への気づきが伝わってくる。
８．今後の課題
「大学基礎論」の最終回講義時に、学生に対して、参加型講義のメリッ
ト・デメリットについて質問した。質問項目は15項目で１〜10の質問項
目は「参加型講義のメリット」に関する内容で、「振り返りシート」の記
述内容を参考に杉山が作成した。また、11〜 15の質問項目は「参加型講
義のデメリット」に関する内容で、「振り返りシート」の記述内容を参考
に杉山が作成した。５件法（「まったくそう思わない」から「おおいにそ
う思う」まで）で回答を求めた。結果をTable2に示す。
データは307名分１〜10の各項目の平均得点（レンジ１〜５点）をみる
と、全項目において平均得点がレンジ中間点（３点）より高かった。11〜
15の各項目の平均得点（レンジ１〜５点）をみると、全項目において平均
得点がレンジ中間点（３点）より低かった。
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1 自分と異なる考えに触れ、新たに気づきがある
平　　均
4.49
4.19
4.42
3.57
3.96
3.50
3.55
4.42
4.20
4.43
2.25
2.03
2.09
2.58
2.43
0.76
0.95
0.83
0.96
1.04
1.04
1.07
0.83
0.83
0.75
1.04
0.98
1.09
1.28
1.14
2 楽しく参加できる
学生同士のコミュニケーションが自然にとれる
講義中、集中できる時間が増えた
自然に笑顔になれる
学んだことが記憶に残りやすい
不安や緊張が解消される
知識だけでなく、コミュニケーションの取り方など社会性が学べる
仲間の身になって考えることができる
仲間の話を聞けるようになった
仲間の身になって考えながら活動するため、自分のペースで講義を受講できない
グループで話し合う時間が多いと、知識を得る時間が少なくなる
中学校や高校でやるようなやり方で無意味である
よく知らない人とグループになると気まずい
仲の良い仲間と一緒になるとふざけてしまう
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
標準偏差
参加型講義
の
メリット
参加型講義
の
デメリット
Table2 参加型講義のメリット・デメリット
この結果から、学生はこうした参加型講義におおむね満足していたこと
がわかる。しかし、すでに多くの高校ではアクティブ・ラーニングを取り
入れており（赤間，2015）、学生がこうした講義手法に慣れているとも考
えられる。
そこで、今回は手を付けることができなかったが、学生たちが高校時代
に思い出になっている授業、行事について今後尋ねていきたい。また、こ
の「大学基礎論」のような手法の講義を受けてきたことがあるかなどにつ
いても尋ねてみたい。つまり、学生たちが高校の授業や行事で取り組んで
きたことが大学でも活かされていることを知ることで、自らの学びを振り
返り、次なる自己形成に向けての意欲につなげることができるのではない
かと考えるからである。また、このような今の学びがつながっていること
を明らかにすることは、学校教育の一貫性を証明することにもなる。こう
した調査によって、大学が高校までの教育を受け止めて、社会人形成の入
門になっていることをアピールすることができる。
＜引用文献＞
・赤間幸人　2015 学校・行政におけるアクティブ・ラーニング推進　月刊高校教育48
（12）学事出版　26−29
・河地和子　2005 『自信力が学生を変える−大学生意識調査からの提言』　平凡社
90−96
・南　紀子　2004 実践事例２〜共に学びあえる英語学習　杉江修治・関田一彦・安永
悟・三宅みなほ（編） 『大学授業を活性化する方法』玉川大学出版部　86−95
・西村靖史　2015 大学における初年次教育について　別府大学紀要　No．56 75−86
・杉江修治　2000 学生主体の双方向授業づくり　中京大学教養論集　第 40巻第３号
189−198
・杉山雅宏　2015 「ふれあい」と「自他発見」−入学直後の大学生に対する「出会い」
のワークの実践−　東北薬科大学一般教育関係論集　28 121−138
・宇治田さおり　2015 協同学習を取り入れて変わったグループ活動の方法と効果　看
− 59 −
講義で育むあたたかい人間関係
護教育56巻８号　728−735
＜付記＞
本稿は、「第64回　東北・北海道地区大学等高等・共通教育研究会」（於：山形大学）
での話題提供、及び、「第13回　日本福祉心理学会年次大会」（於：東京福祉大学）での
自主シンポジウムで発表した原稿に加筆・修正を加えたものである。特に、自主シンポ
ジウムでご協力いただいた小島良一先生（東北薬科大学）、大野賢一先生（東北薬科大学）、
富樫ひとみ先生（茨城キリスト教大学）からは貴重なご示唆をいただきました。感謝の
意を表し、ここに記します。
− 60 −
杉山　雅宏
